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新新語

十番勝負

新新語

十番勝負

　スーパーマーケットなどが客からインターネットで注文を受け、食品や日用品を店舗から即日か翌日
に宅配するサービス。買った物を持ち運ばなくてもよく、体調が悪い日や天候の良くない日に買い物に
行かなくても済むメリットがあります。高齢者や体の不自由な人、小さな子どもがいる家庭などの利用
率が高く、サービス地域も広がりつつあります。配達料は買い物の金額で決まることが多く、一定額以
上購入すれば無料になるサービスもあります。

ネット
スーパー

　スギやヒノキなどの国有林の育成を目的に、国民から出資金（１口50万円、一部は25万円）を募り、15
年～30年後に伐採・販売して収益を国と出資者が分け合う制度。1999年から満期を迎え販売収益が分配
されていますが、国産木材の価格低迷を受けて契約の９割以上が元本割れになっています。出資者が受
け取った分配金は１口平均33万円とされています。国が元本割れのリスクを十分説明しておらず、損害
賠償を求める動きも出ています。

緑の
オーナー制度

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

　八尾市職労出身。1989年、大阪自
治労連婦人部結成と同時に初代の婦
人部長に選出され、平和運動や女性
労働者の権利を守るために奮闘され
ました。

　

私
の
人
生
に
と
っ
て
、
大
阪

自
治
労
連
を
結
成
し
た
１
９
８

９
年
と
い
う
年
は
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
年
の
３

月
８
日
、
国
際
婦
人
デ
ー
の
日

に
大
阪
自
治
労
連
婦
人
部
を
結

成
し
ま
し
た
。
職
場
で
は
「
行

革
」
に
よ
る
長
時
間
過
密
労
働

で
母
性
保
護
の
破
壊
が
進
み
、

国
会
で
は
労
働
基
準
法
、
健
保

・
年
金
が
改
悪
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
働
き
続
け
た
い
」「
よ
り

よ
い
仕
事
が
し
た
い
」
と
願

い
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
で

婦
人
部
を
結
成
し
た
の
で
す
。

当
時
、
私
は
２
人
の
小
学
生
の

子
育
て
真
っ
最
中
。
子
ど
も
の

日
曜
参
観
の
日
に
あ
わ
せ
て
、

私
の
自
宅
で
役
員
会
を
開
い
て

も
ら
っ
た
り
、
み
な
さ
ん
に
は

本
当
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
い
つ
も
、
食
べ
て
、
飲
ん

で
、
し
ゃ
べ
っ
て
の
楽
し
い
会

議
で
し
た
。

ワ
ッ
ペ
ン
を
作
っ
て

府
下
を
平
和
行
進

　

大
阪
自
治
労
連
婦
人
部
結
成

後
、
さ
っ
そ
く
夏
に
は
世
界
の

「
平
和
の
波
」
の
行
動
に
連
帯

し
、
府
下
一
斉
に
街
頭
で
宣
伝

を
し
て
「
戦
争
は
イ
ヤ
」
の
思

い
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
平

和
行
進
で
は
、
新
し
く
作
っ
た

自
治
労
連
婦
人
部
の
「
全
国
リ

レ
ー
旗
」
と
と
も
に
、
大
阪
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
ッ
ペ
ン
を
み
ん

な
が
身
に
つ
け
、
府
下
全
コ
ー

ス
を
も
れ
な
く
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
７

月
に
大
阪
で
開
か
れ
た
日
本
母

親
大
会
で
は
、
当
時
、
婦
人
部

の
「
十
八
番
」（
お
は
こ
）だ
っ

た
、
大
阪
の
唄
芝
居
「
天
満
の

と
ら
や
ん
」
を
上
演
し
、
会
場

を
大
い
に
沸
か
せ
て
歓
迎
し
た

の
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

い
ま
こ
そ
婦
人
部
が

出
番
の
と
き

　

私
は
い
ま
、
民
間
の
福
祉
職

場
で
働
い
て
い
ま
す
。
昨
年
、

大
阪
自
治
労
連
母
性
保
護
講
師

団
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら

っ
て
、
職
場
の
人
を
対
象
に
夕

食
つ
き
で
「
母
性
保
護
学
習

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者

に
は
好
評
で
、
男
女
と
も
「
初

め
て
聞
い
た
話
や
わ
…
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
労
働
や
食
の
安
全
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
命
が

お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
こ
そ
自
治
労
連
婦
人
部
、
女

性
部
の
出
番
で
す
。
私
も
、
自

治
体
に
働
く
仲
間
と
歩
む
「
住

民
の
仲
間
」
の
一
人
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
い
っ

し
ょ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
た

だ
、
お
体
に
は
十
分
留
意
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
…
！

「母性保護まもり、働き続けたい」

（大阪自治労連初代婦人部長）（大阪自治労連初代婦人部長）

小
こばやし

林　京
きょうこ

子さん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
会
食
の
費
用
は
皆
で
公
平
に
○
○
○

○
で
支
払
っ
た

❷
陽
気
の
対

❸
奈
良
公
園
に
た
く
さ
ん
い
る
よ

❹
指
切
り
げ
ん
ま
ん

❺
算
数
で
計
算
問
題
は
得
意
だ
が

　

○
○
○
○
問
題
は
苦
手

❼
蝶
に
似
た
白
花
を
つ
け
る
洋
蘭

10
○
○
○
の
正
面
だ
あ
れ

11
誤
り
・
不
可
等
を
示
す
Ｘ
印

12
興
味
深
い
記
事
が
○
○
○
○
の
紙
面

14
飲
食
し
た
あ
と
に
口
に
残
る
感
じ

　

○
○
○
○
が
悪
い

15
世
に
時
め
き
栄
え
る
こ
と
。
○
○
○

の
夢

17
外
国
。
○
○
○
の
地
に
果
て
る

19
朝
昼
○
○
の
三
食

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
背
広
に
○
○
○
○
○
姿
の
新
入
社
員

❺
○
○
詰
め
弁
当

❻
視
力
が
鈍
り
物
の
○
○
○
○
が
ぼ
や

け
る

❼
○
○
成
り
名
を
遂
げ
る

❽
桃
栗
三
年
○
○
八
年

❾
朝
は
や
い
う
ち
。
○
○
○
○
○
出
発

す
る

11
一
斉
に
ど
っ
と
大
笑
い
す
る
こ
と

12
竹
や
梅
よ
り
も
ラ
ン
ク
が
上

13
○
○
多
く
し
て
巧
少
な
し

15
焼
け
つ
く
よ
う
な
暑
い
空
。
○
○
○

○
下

16
ヘ
ッ
ド
○
○
○
、
ス
ポ
ッ
ト
○
○
○

18
死
後
に
遺
し
た
財
産

19
あ
ら
ゆ
る
国
々
。
○
○
○
○
共
通

20
百
○
○
あ
っ
て
一
利
な
し

21
逆
は
必
ず
し
も
○
○
な
ら
ず

22
目
は
○
○
ほ
ど
に
物
を
言
い

ガマンクラベコオ
クシ トクイサキ
センコウ シンテ
イガン シヨカ
ワンパク クイケ
リ インキ モン
ビク コフウ ソ
キリヨウ リユウ

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
3
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
４
月
号
の
紙
面
に
掲
載

12
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
８
年
12
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
テ
イ
ガ
ク
キ

ュ
ウ
フ
キ
ン（
定
額
給
付
金
）」で
し
た
。

各
職
場
か
ら
81
通
の
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ

ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
谷
山
和
央（
大
阪
府
職
労
）、
▼
荒
本

朱
理（
貝
塚
市
職
労
）、
▼
繁
本
正
雄

（
東
大
阪
市
職
労
）、
▼
東
野
達
哉（
門

真
市
職
労
）、
▼
高
橋
千
代
子（
高
槻
市

労
組
）

12月号の解答
「テイガクキュウフキン」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：いま、世界が注目している人物

◆◆読者の声読者の声◆◆
■
１
月
号
の
吹
田
市
職
労
現
業
支
部
の
記
事
を
読
み
、
な

か
な
か
努
力
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
あ
〜
と
思
い
ま
し
た
。

や
は
り
公
務
員
は
市
民
の
た
め
に
な
る
こ
と
、
ま
た
喜
ば

れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

山
中
喜
代
子
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
松
原
市
民
病
院
の
存
続
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
市
民
が

か
わ
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

茂
美
（
貝
塚
市
職
労
）

■
労
働
条
件
は
年
々
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
職
場

（
保
育
所
）の
み
ん
な
で
休
憩
時
間
を
と
れ
る
よ
う
に
連
携

を
と
り
あ
い
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
原　

紀
子
（
枚
方
市
職
労
）

■
「
大
阪
の
戦
跡
を
歩
く
」
を
い
つ
も
興
味
深
く
読
ん
で

い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
戦
争
の
傷
跡
は
け
っ
こ
う
あ

る
も
の
な
の
で
す
ね
。
一
つ
一
つ
保
存
し
て
後
世
に
伝
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

 

山
田　

葉
子
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
大
阪
自
治
労
連
が
今
年
で
結
成
20
周
年
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
で
は
い
ろ
い
ろ
な
支
部
が
各
市
で
誕
生

し
、「
よ
り
よ
い
職
場
を
作
ろ
う
！
」
と
い
う
勢
い
を
感

じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

佳
代
（
門
真
市
職
労
）

■
派
遣
村
の
現
状
を
知
り
、
心
の
病
で
療
養
中
の
正
規
職

員
が
「
明
日
は
我
が
身
」
と
緊
迫
し
た
気
持
ち
か
ら
職
場

復
帰
を
早
め
つ
つ
あ
る
と
聞
く
。
ゆ
っ
く
り
治
さ
な
い
と

益
々
悪
化
し
な
い
か
不
安
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
島　

啓
子
（
大
阪
府
職
労
）

みんなの願い集めて婦人部を結成みんなの願い集めて婦人部を結成1 2 ３ ４ 5

6 7

8 9 10

11

12 13 14

15 16 17

18 19

20 21 22

日
本
母
親
大
会
で
会
場
を
沸
か
せ
た
「
天
満
の
と
ら
や
ん
」

後
列
右
端
が
小
林
さ
ん（
１
９
９
１
年
）

がんばれ！
センチュリーコンサート
2009年３月３日（火）

ザ・シンフォニーホール

入場料　3000円（全席指定）

小泉　和裕（指揮）
金　　聖響（指揮）
中丸三千繪（ソプラノ）
池辺晋一郎（ゲスト）
司会：日下部吉彦

午後７時開演（午後６時開場）

お問い合わせは
大阪自治労連・各組合事務所へ

（ＪＲ環状線福島駅から北へ徒歩７分）

主
な
出
演
者


